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 正月休みに

別府義輝

 風雪にめげぬ竹,霜を貫いて直すぐに天を指さす竹の強さは,

 その規則正しい節々ピこ貯えられるものだという誓え話は,やけ一に

 だゾつ広い小学校の講堂の板敷きと・所々1三穴のあいたガラス窓
 ごしにサッサツと走る冬雲との取合せの中で,ふと浮き上っ'⊂く

 る幼い日の正月のイメージの一つであるが,今は軍やそんな訓話

 をしてくれた校長先生.の顔も思い出せない。こし方行く末の種も

 さだかでない此の岩清水に似た想念は,時間とか空間を離れた虚

 空の中一で飛び去ることも,落ち果てることもなく唯ヒラヒラと舞

 う。

 いさ＼か女学生の作文めい.⊂,不惑初老の年甲斐もない次第な

 がら,人の性は幼にして定まると云い,寧ろ胎にして定まるので

 はないかと反論したい程の宿命論者的性向から.,この種の想念は

 大事にすること皆ポそれは自分の血液からの浮出物ともいう
 べき卒然性を培地として枯れることもなく自分の中に数十年間生
 きつゾけてきたものだからでIある。西郷先生一は夢を大事に考えら

 れた由であるが,胸底かすかにたえ入るような岩清水の吉を夢と

 いっ。

 マイクロフオ:ノにかけて聴き取るという操作に忠実であられた

 らしい。月とスッポンでお笑い草だが;}彼と我とを一たび同じ生

 物群集として捉えれば,殆んど見分けもつくまい。物ごとの外見

 上の値打はその価値判断の立脚点の・ちがいによってさまざまに変

 る。まして認識の主人公で亭り・人性発現の紫となる遺伝因子の

 繰合せを無限と考え,時間空間共に饗限とすれば,物ごとに絶対
 価値などというものがあろう筈がない。

 あくせくとした日々の営みは・あくまでも特定条件の下での見

 .かけ玉の長さ比.べにしかすぎないので,実は人の人たる値打は,

 この条件の設定のしかたの中にあるとll・えよう。



 人はと.もすれば,肉体の求めが余りに急であり切実であること!

 に心奪われて,臼と日の境,'・年と年とIの境さえ忠じ果てる。

 陽が昇.り,陽が沈み,地軸が傾いj⊂文旧に復する自然のさらげ
 ない・I営みは,.人に人たるの沈、慰一と・竹の飾のようなエネルギーの

 蓄積とを碍せ'しめんとする天のいざない一であろう'口
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 アユ養殖の手引(その4)

 2、給餌と飼育

 ア、餌料

 魚の成長は餌料の質と量に左右される。天然では餌料となる

 生物または無生物を移動しなが・ら求めて一いる。養殖池では多数

 6水族を限られた面積内に放養し餌料を与えて成長をはかるの

 で最も一効東のあるようにしなけれぱならな:い。

 生率費の中で一番大きな部分を占めるので,一餌料の研究が一
 番大事なことだと言える。

 ◎健康に育ち蜷死魚を出さぬこと。

 ◎発育をよくすること。

 ◎餌料費を割安にして生産原価を下げること、

 ◎餌料の入手保存が容易なこと。

 以一ヒの条件を具備させるためには餌料の成分,I晶質,配合,

 '調解法,給餌盤等を魚の成育の過程と池の条件に応じて適合さ

 せ一⊂し、カ)ね…まならなし、。

 養魚池の地域養に伴う気象条件の変・化の影響や地質に伴水質一

 の相違・天然に糟給さ夷}る餌料生物の種類や豊の蓬の外Iに・池
 の広狭や注水量の多少,放養密度等によって条件が異なるので

 まだそれ一それに応じた餌料の研究を完成していない。・

 最近養魚餌料は栄養化学的な基礎に立つだ配合,加工が行わ

 れる・ようになら,Iマスや・コイなどでは相当高度な一完全配合餌料

 'が市販されるようになった。アユの場合も現在研究段階である
,.

 が,基礎用としての粉末配合餌料は市販.されている。
 魚の餌料といえば昔だがらの廃物利用あるいは輔などぐら叱・

 考える向が多いが,集約的にしかも企業性をもたせるためには

 やはり蛋白軍,炭水化物,脂肪,徴量栄養素,無機物と栄養の

 成分について.も知る.必要がある。
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 餌料の単独給与は栄養分の過不足を生ぜしめ病気や蜷死減耗

 を起すことから配合も複雑4ヒし.⊂ぐる。I
 また餌料の品質・も栄養効果を支配する。同じ種類の餌でも品

 質によつ'⊂栄養効果を異にし,変質したもの,腐敗したもの等

 は,その'成分の一部が百毒物に変って魚を害することがあるか

 ら・餌料の購入及び保存には注意し卒け邦ぱならたい。.

 甲。合には魚の成育の.度合†摩康度,.沖の状況や個々.の餌料の
 含有成分により種類別配合比が考慮さ・れると共に,魚の嗜好や

 水中溶解損失幸牛くする等'め点も考えて決。められる。従って餌
 料配合は夫々の場合に応じ1⊂決定するも.ので,単純に何々をど

 の割合で与舳は良}'ときあること・は現在一準.に使用されてい
 る.餌では不可能である。従ってその地方で入手.しやすいもので

 動物質と植物質の餌料を色々配合して榮養も.あp・静化も良い
 また採算もとれる解を一つくつ'〔与え一ることになる。

 千ユの人工餌料としては次のキうなも.のが普蝉使用され'⊂い
 る口

 a、動物性餌料

 .魚肉㍗その内野・'H・鮮魚又は冷・凍ものカ1良㌧塩蔵魚
 は塩抜きし・鮮度の悪いものは煮熟レて与え.る。
 あぶら.やけや舌を刺すような鮮度・.のおちた魚を使用すると病
 気をだす。

 蚕噸…乾燥物.は流水につ'け又拡湯たきして軟くし'⊂与1.
 禾・る。増(ま昔カ)ら栄養価の高い養魚には必ず用い.られ.ていた二

 字.・最・埠は.坤の脂肪変一質がはげし.く病気の原因となることが
 知られ.・北洋魚樹の出現.で.次一摩に利用が少なく.なってきてい
 る。.=.

 いさ一字(あ.み?・。・・生鮮品は入手困難であるカ=ら普通煮
 干早は素乾を使用し'⊂いる。購入にあたつ二⊂は新しいかどう
 か注意する口俸形がばらばらにな.った。り鼻をつく悪臭のある

二一4一



 ものはさける。

 魚粉・一・養鶏Iなどに使佛される褐色の魚粉.で畔牟く北洋一
 で作られるホワイト.フイツシユミール(白魚粉)が高価では

 あるが,栄養酌にも魚を健康に育てる点からも優れている。

 .最近はほとんどの養魚の基本餌料(べ一ス)'となっている。

 b、植物性餌料

 .小麦粉…一'澱粉類を主目的と一し・野9池中溶解を防ぐた
 め粘着剤の役目をさせる。煮熟加熱して使用する。

 砕.麦・・'・・全上

 大麦一一'・・一全上

 '馬箏婁….一・全土
 ぬか・・…ビタミン補給の役をする。

 古いものを使用すると病気にかかる。多量の使用は病気を

 出すことがあ一る。'

 C、完全配合餌料

 最近各養魚餌料金杜'一が完全配合餌料と銘ヲつて売り出し・て、一
 いるが、いずれも粉末紅料で水などでねり合わせてやれぱ良

 い㌧とになっているが・まだいろいろな点からこれを単崩す
 ることはすすめ難い。やはりIこれは基礎餌料として他と配合

 し.⊂用いるのが良いようである。近い将来には養鱒や養鯉で

 使用されて一、'るペレツート叔できてくるだろう。

 d、薬品類

 ビタミン剤,消化剤,サルファ剤等を病気の予防,治療法

 とレて用いる。

 イ、調餌の方法

 動物質の生鮮な原料は鮮度一をおと・さないようにして生のま㌧

 使用し,澱粉質を主牢とする麦.類,葉類等は煮熟。して加え混合
 .した後嗣餌機でカクハン細断する。
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 調餌機…普通32番～42番bチョッパーに1～

 3馬力位の動力をつけたものを用い.る口目板は5厘目から/分

 目位を'使用し,ノ～2回位かける。

 チョッパーの使用にあたっては充分注意する必要があり特に

 切れの患い場合に手を入れて指先を切断した倒がある。また金

 属棒等で餌を押し込む作集し'⊂喰い込ませ・チョッパーを損傷

 することがある。

 餌料の鮮度…調餌後の一飯は腐敗発酵し易いので一直ち1と

 投㌣る子とが大坪であポ腐敗したきのはそg成分も甲とし
 一⊂の効力も変り,餌が腐敗すると有毒成分ができて魚に病気一を

 起すことがある。

 口、給餌料

 給餌料は餌の種類,調解法,水温,魚の量及び飼育言下画等に

 より相違する。

 餌の種類一・一一般に生餌は消化が早く,乾燥加熱したも

 のでは遅いのが普通である。

 調解法・・一綱が.く砕きつぶして与える方が消化も早く魚

 の為にも.よい。糧粒の餌は病気の原因と去る。

 水'温・一・璋水温中では水温が高いほど早く消化し,低

 い水指千は消化が遅い。殊.に低水温時の餌の不適当と過食は病
 魚をつくるこ苧があるr・

 天候'・'風向11晴雨等は郊験の結果・弦餌料に大差は
 舳られなかったが・ガ㌻が濁ると視プヨの関係か摂餌が少なくな
 る。.

 飼育計画…市場一の盛期に'適当一な大きさに成育させるた

 め,餌の蛙を控えて成長を押えたり,給餌料を増しI⊂早く成育

 させること.も考えなければならない。

 魚の鐘・・一平均魚・体.率に総一尾数を乗じて飼育魚の総量鎧
 を出し,この総重量から毎日の捜餌一盤を算出す名。
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 もちろんこの数字は大体の基準で後は叛銚の状況によって決

 める。

 餌の種類によっては水に溶解レて捕喰されない部分があるか

 らこの分も若干見込んで給餌料を増す。

 餌の量についてはニジマ'スでは生餌,乾燥餌について夫々水

 .温,魚体重別による給一飯率が作られてい一るが・アユについては

 末だ確定したものはなく・・各地さまざまである。普通一書物による

 と・魚・体重の3%～ノ0%(乾燥餌)とたっているが条件がよく..

 食べるだけ食べさせれぱ20%～30%も食べるとも言われる。

 いずれにして前に述べた点に留。意しI⊂水温が一2ポC前後あ一れ

 ば食べるだけ食べさせしかも損失のだ.いようにすることである。

 配給率にっいてもどんな.餌をどれだけづつ混合するかプ定の

 きまりは・なく条件に合ったもgを夫々使用しているに週き一ず完

 全配合餌料の間頬も盛んに研一突されている一ので近い将来には実

 現するであろう。

 こ㌧に38年当養魚場で飼育したアユの毎日の給餌量から6

 月/日の分を捨ってみると次表のようにたる。

 これは餌料配合の一例にしかすぎず,在庫餌料等.の関係から

 このようにたっているの..てあらか一じめお断りしておく。

 _遂Lゆ'1量  昭和38年6月ノ日

品名

 干あみ
鮮魚

魚粉
踊

 甲ミール
小麦粉

米糠

小麦

数量

2.7

22,O

2.7

8.3

5.5

7,2

5.5

単位

K

配合率

5%

40〃

5"

ユ5"

ユO"

ユ3"

ユO"

 北洋産ホワイト・フイッユミール

配合餌料粉末
加熱  (最侶載面()も・つ)

手錠魚,体重
2ユOK

給餌率

26%

狐歯止

18℃
給錬量

55陣



 38年には魚癌1(ホウイトフイジュ、ミール)の入手ができず
 生魚を主体に踊を従とした蘭係で・餌料に基困すると考えられ.
 る病魚を出した.39年には次の配合率で第死を防ぎ.,はん雑
 であった調餌幸簡単にしたいと考・えI⊂いる。

1品一名)

 干あみ

魚粉(北洋産)

配合餌料

小麦粉

 添加ビタミン

生魚

(配合.率)

 時期的に5'㍗/0弘配合一

5.0・%.

'3ρ%

2・0%

(若干)

 外20%位たまに配合
 調餌の順序とし.〔は,まず小麦粉を煮るのであるが,次の方

 法によるが良いようである。はじめ湯を沸かし火を除い'⊂この

 中に規定の小麦粉を入れ団子状になる泣の固さにIねつてこれを

 とりあげ冷却させる。一「茸」熱.いうちに生餌.と混合し一⊂チョ

 ッパiなギにかけると夏などに腐敗を促進す=るもgである。
 他のも一のでは踊,干あみば30分位前から水に浸し'・⊂混合魚

 粉,配合餌はそのま㌧混ぜ,これをよく混合するようにして適

 当な固さになる・まで水を入れてチ.手一㍗㌧にかけ亭口軟らかす
 ぎると水中ロスが多い。・適当なかたさは耳たぶ位であろう。一

 (次回へ〕

大口養魚場小山鉄雄



 12月のマグロ延縄漁況

漁業部

 /2月に入りビンナガ漁況は活発となり市場は入港船で活況を

 呈している。

 ノ。2月調査船は。2ノ隻。・漁場は/ノ月と大差なく,漁獲物は総

 体にキハダが小ぐ寸りビンナガが多く44%程度となっている。

 /5～2.2:Nl/29㌻/36。囮附近と苦界島近海が主漁場であ
 るが喜界島近海では一鈎獲率4,67という高い値も見られる。

 又一部の船は東支郡海漁場で操業しているが大レた漁獲はない
 ようである。

 ビンナガ釣獲率(昭和38年12月)



 マグロ・カジキ計釣獲率(昭和38年12月)



定置観測(12月分)

養殖都

 ○句別平均水温,比重(満潮時魏測)

句一一一

 ←一一一''一下中一.一'
下
 ■一'一『

月平剖

 表面・水温一C

平均

/8.43

/7.5/

ノZ35

/Z80

前句蓬

 ・一/。/3

 一α92

 一α/6

 一一・ユ5/

一平年差

 一α78

二0,8.2

 一α//

 一α66

換算比一重

平.均

2484

2Z/3

2498

2699

前句差

 一α28

 +α。29

一0,/5

十0.0/

平年春

 十αク0

+人06

 十α66

 十α25

 O・水温

 .・ノ6.8～!&9Cの闇にあり。平年に比べると上,中旬は約03

 ℃の低目を示したが,下句では横這い状態となり平年並の水温と

 なった。月平均水温は前月より2.5℃降下し,平年値より0.6-C

 低目となっている。

 ○比重

 前月に引続いて245～2z5と高かんが続いて殆んど変動の

 ない安定した状態である。月平均値は,2699を示し,前月と大

 差なく,平均値より0.2高目となつて一いる。

 /。2月の水温・比重の変動



 （比重）



漁場観測速(12月分)

養殖部

 1、旬別平均水温

観測地 葛輸

最高 最低

水成一川

最高 最低

星

取局 最低句別

土句

中旬

下句

月平均

副月奉

前年差

      `一†      /&5/乳32α920.2用丁…
      /Z7ノzノ20.5ノz9ノ8.4ノZ0

      ノ67ノ4220,9.20,4ノ.74/62

  
    
'

      /Z6/z220-820.2ノ8.3/6-9

      一ユ9一3./I-2/3一!.8i一ユ5.一3。/
      十0,7十α91十α9i十/。811

 ○高輪の月平均水温は/7品2一～/7.6℃を示し,前月に比較し

 '⊂2.9～3。/C低く・前年同期に比較す・るξ/6,9～/62℃

 で.α7～0.9℃高目となつ一⊂いる。
 ○水成川の月平均水温は20.8～。20.2℃を示し,前月に比較

 して2。/～・ノ.ポC低く,前年同期に比較すると/9.9～/8.4

 ℃で0.9～/.8℃と何れも高目となってい.る。

 ○里村の月平均水温はノ49～ノ8.3℃で・前月に比較して.

 3,/～2.5℃低くなっている。

 ○西日本海況/月上旬報によると,南西諸島や九州近海等の黒

 潮流域では平年よ・りやや低目のところ'があるが,今のと乙ろ季

 節風の吹出しが少なく,水の動きがかんまんのため余り欠きた

 変化はなく,ここしばらくは平年よりいくらか高目の水温一が続

きましようのことo



 1、葛輪

月旬

魚種

タイ

プリ

イッサキ

計

上

延出漁
船数 漁獲量

升;壮

1/661747
中

百漁
 日・数 船数 漁獲量

!ρ1/59
『

■'

/39

一

パ3

130パ

464

345

80

889

下

荷漁
日教

延出漁
船数

計

漁獲量

!374

805

ノ2'.

ヲ85

3/761

 2、水成川

角匂

タ..イ

シビニ

雑魚

イセエビ

計

上

有漁
日数

延出漁
船数 目数

延出漁
船数 漁獲農

下

日数
延出漁
船数

9
/ ㍗

377/5

計

848

420

870

25

/663



 3、里村

月別

プリ
ヒフス
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葛輪

 総漁、獲3.ノ76晦でこれを魚種別にみると・タ、イが/,3ク4

 K茅で43.2%を占め・次に雑魚・ブリが3!』・25・3%の順

 となっている。これを前月と比較すると約。2。ノ倍の増収となっ

 ており,叉前年同期とくらべるとノ435晦であってこれも

 22倍の漉、獲をみている。魚種別にはタイが今年・/374陣で

 前月より/。06ノ陣,部年同期より588.陣多くの漁獲をみ下
 いる。

水成川

 総漁獲/,663K茅で・前月より790晦減となっている。こ

 れを魚種別にみてみるとタイが652晦減となり,更には都カ

 ツ才。サバの漁事がな.かったことが目.立っている。又これを.葡=

 年同期と比較し一⊂みると,/,8/3陣でこれも/40醇減とな

 っている。魚種一別には一シビが/、743晦から420醇と76弘

 減となっている。



 ○里村

 総漁'獲23,594海とだ・り前月/4080陣と比較すると

 9,5/4鞠増加している。これを魚種別にみると今月もプリ,

 ヒラスの豊漁、が続き9,709醇で4ノ/%と首位を占め,.次に

 キビナゴが。2日闘で8;400K穿.で3j6%,瀬焦が4,590一晦

 で/94%一となり次は平ビ,水イカ',カジキの祠となっている。

 特に今月は,僅か2日間であったがキビナゴが£4-00Kg漁獲

 され一⊂し、る。

 一ユ§一



一般漁況(12月分)

 ○東海サバ跳釣

 当月の入港船数はノ6隻,漁獲量は248;45/晦,ノ隻平

 均ノク528陣。漁場は農林534区,535区が主たる操業

 海区であった。/2月の漁況を32年から38年までを比較す

 ると次表のとおりで,今年の/2月が最も不振である。

年次/夜/隻平均漁獲量
 丘g

3.2Z3ヲ5

33主934

342.483

353723

365.965

375;06一=9一一

38/,880

 /夜ノ人当り漁獲量
晦

ノ78

/5/

6ク

86

206

/84

64

 ○カツオー本釣

 今月の申句頃から/月上句にかけ一⊂各船一本に上突修理のた
 め,入港船は少くなった。枕崎で9隻378000陣,山川は

 7隻/2ク,000K茅。

 漁場は台湾から八重山群島。大判が8.0%,中判が/0%で

 ある。

 ○旋網

 今月は上,中旬は活発な操業で順調た成績であったが,下句

 にたって時仏の日が多く不振で凄)った。枕崎浩の片手巾着は55

 続8式700杯,串木野港の双手市着は38統/6ク.60杯で

 あった。漁場はともにこしき島の西沖と野間岬沖合である。

 ○ブリ飼付

 漁場は笠沙町の野間池,山川削の梶ケ瀬,平瀬(いずれも鹿

 児島湾口)で順調な操業を打っている。鹿児.島魚市場には野間

 池から毎日平均400尾が入荷されている。魚俸は5～/8K茅。

 一1フー



 叉山川田1漁馴1二は平均80尾の水揚げがある。魚体は4～9撃
 が大都分である。

 ○曳縄漁業

 ヨコワの主だ.漁場は鹿児島湾口,開聞沖,枕崎沖であって,

 一漁況は低調である。魚体は。2～3K茅で/一/月と大差ない。ヨコ

 ワ大群のラ回游は期待出来ないよう干・当業船も漁場を変光るか
 他の魚種を対象に移るかが考えられている。一万宇治群島には

 カツ本類・ブリ毒対象1干操業され相好漁である。ここで一は岩礁
 地域の極く浅海域で豊区の蓬がひどいようである。

 ○ブリカプシ釣

 。/月下句から/。月上映宇治群島家1紬東森ヒラスの。
 好漁があった。業船はノ日にノ00～。200尾を釣獲したとの

 ことで。20隻余り出漁している。しかしpにより漁旗様に不同

 があり,中旬に八って梢々落ちた様である。

一18一



☆☆☆★☆☆☆☆☆☆☆☆☆

 各部の動き

☆★☆I☆☆☆☆☆☆☆☆☆★

 ※漁業部

 O12月12日「かも.め」はブリ曳縄試験のため出港,一宇治

 群島附近調査,途中阿久根沖の大型魚礁の設置調査を実施す

 る。

 ○宇治群島周辺は,ヒラス,カツ本類を対象に数隻出漁し好
 漁し.⊂いる。又こしき島周、辺から宇治群島の鰯島にかけて,

 曳縄,一本釣でブリ,ヒラスの好漁があり,本格的漁期に入,

 ったようである。

 ○ノ月6日照南丸は東支那海の漁況海況海洋観測のため出

 港/4日帰港。今回はサバの魚探反応は全然みられたかった。

 はね釣船は。26。一30ノ,/.2.2し.50'附近で好漁していた。
 /6日・冷水村策調査のため出港観測,二㌧

 ○/月ノ3日・「かもめ」一はヨコワ曳縄試験のたあ屋久島,口

 永良部一昼、出漁中

 ※調査部

 ○昭和3-8年8月から垂水市牛根で実施してい一た海産魚蓄養

 適種試験は/。2月。26目一をもって第ノ回試験を終了した。.

 チダイ・カ7ハギ1イ.ザキ1マダコ1イセエビ・ガザミ等
 の供試魚は経済効果判定の為,鹿児。島市中央市場に水揚げ興
 売した。

 試験結一果につい'⊂は目下・資料.作成中,詳細な点について

 {ま次号{こ言己づ■o

 03ク年度事業報告書は9月に原稿作成し,/2月下旬,製・

 本が出来年ので・各都道府県関係機関に送付した。
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製造部

 ○加工原料とし'⊂のカツ'・オの凍結貯蔵に関する試験

(鹿児島大学水産学一部共同試験)

 一/o-C,一20℃2ケ月凍結貯蔵したカツ才の解凍処

 理条件が製品の品賞に及ぼす影響について書式験。

 ○アジ燐製品製造試験
 アジを原料とし・蒲鉾を製造・坐りの温度と時間が製品
 の品質に与える影響を調査。

 ○真空包装1とよる史東製・品の床蔵試験。

 クレハロン・ポリマロ封入・真空包装・再加熱による煉

 製品の保蔵効果と併せ1⊂再加熱温度と時間の影響について

 一試験,保蔵効果については試験経競中。

養殖部

 ○近年盛んにたつ'Fきたワカメ.養殖は,東哩で培養した種苗
 縄の芽胞体発芽が悪く,山口県種苗センターから約∴800

 肌を購入し各地とも/2月20日頃展.関して今後の伸長が期

 待されるが束町葛輪地先の試験筏はノ2月ノク～/8日ワカ

 メのほかアオワカメ,ヒロメも養殖した。

 O//月28日と'/2月ノ日にこしき島里村にて産卵特化し

 IたクIロアワビの幼生をノ2月6日当水産実験室へ海上輸送し

 その後≡,ガラス,塩化ビニール,陶製の各水槽で室内飼育を

 続け.ているが・ノ/月2.8.日特化←㌣生は僅か2=4.個てあ
 っ走がビー一ターだよる水温調節に失致死滅させたがノ2月/

 日の分に?㍉'ては/月./.7日に碑鏡の結果上足の牟作もみら
 れ殻長j-70～835ノリヒ成長している。
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 漁村のバカンス
&&&&&&&&&&&&&&&&&

北山易美

 岳々は雪,下々は飲ん日和という言葉がある。冬期浜の古老た

 ちの間に交される言葉で,自ら決めて休むことである。云うなれ

 'ぱ漁一民のバカンスである。(休むことをコクと云うこともある)

 漁村の人は凪であれば夜は漁に出て夜明と共に帰ってくる。

 そし.⊂休む間もなく次の出漁の準憐や網繕いで文字ど一おり朝昼夜

 星の一稼業である。冬が来て北西の季節風が吹きすさむ,開閣醤や.

 一霧麗山の頂きが白くなる,3日も4日もシク続きで沖には出れな

 い,毎朝空を眺める・酉空に雲がかかっているとn今日も西のタ

 ンタン吹きちや工,とあきらめる.。風よけの所に2人3人と穿って

 漁の話や船のこと,世間話に花を咲かせるうちに衆議一決∵飲も
 うやこ㌧となる。'即ち岳々は雪,下々は飲ん日和とたるのであって
 一声黒ちよか日和ともいうが.(黒ぢよかは焼酎にかんをつける容
 器)要するに天・候の悪いご・とにかこつけて焼酎を飲もうとい=うこ
 とである。

 ふだん飲むのは晩酌に限られている.から漁師以外の人が昼間か

 ら飲むこ・とは兎角批判される1才.れどもこの場合は公認の飲ん日和
 と解さ・れ・,自からもそう解しているのである。また朝昼夜星とい

 う休む間もない稼業であるから飲ん.日和となると作業をしなζ・夢
 で勇奉も休むことから一名骨休ンともいう。

 農村で..ば骨休ンとか,バネ体ンという。バネというのは手足の

 動くのをバネにたとえたのであろう。一合は少く.なったが以前は地

 主といイっれるようた農家に作男と.して年期奉公で徴兵検査まで働
 く人が多かったがその頃作男をデカン,女中奉公の人をメロといI

 った。デカンの仕事は野良のことから家畜の世諸まですることに

 なつ一I⊂いて使役する馬の肥りぐあ。いでデカンの腕の良否が決めら



 れるほどであった。しかし別に・床養日というのがある。けではな。

 へ外むのは盆と正月だけで=牢から年中馬軍馬式:作業に造れて
 休養は雨の日だけであった④で雨はこの人たちにとっては待望の

 .雨というわけ,2日も3日も'続いて降ってくれた方が艮かったの

 である。このことから雨の日をデカ.ソ日和という。

 鹿児島民謡栢はら節の

 おけさ働けでねんの春は

 とのじよ・もたせるオハラハーよか.1三芦を
 栢かた,もつちやはんかよかとがおんど

 仕事や好かんと・の.才ハラハー朝ねこIろ

 倒れも当時の彼等にじようだんまじりに顎いかけた歌詞である。

 櫨子島の東海岸や佐多肉の東海岸ρ漁村部落にシバ日という一の

 があ㍍避地で都落が悩立したところIであ季が斯様な所㍗学校
 やお寺の行事,或は部落行事などはすべて一部'落全体でするしきた

 りになっている。勿論医者もいな!、・し散髪星も・ない病気にIなると

 千病でない限り越中葉斬お千ですませ・数隻は隣同志交代でやる
 といった相互一扶助の習慣であり,制度になっているがもし部落内

 に死亡老がある一と漁業も畑仕。事も休んで部落合員でお弔いす・亭こ
 とになつ一⊂いる。このように都落全.貞が家業を休まねぱパらない
 日をシバ日というのである。.前日か或.は当日になると今日は誰が

 亡くな.ったか.らシ.パ日と戸毎に伝えられ,もし谷向いに/軒家で

 もある.と小高い丘の上から“今日はシバぢやつどr,,と.大芦で・伝
 えるのである。.

 疑近このようた避.地でも荷線放送や拡声機があるので丘の上か

 ら大声で剛二ぶ必=要はないけれ=どもシバ・日の制塵は硬く守られてい

 る。シバ日の語源・についてはまだ一知.らない。

 都落の行事や葬式のために畑仕.事も。漁業.も休むシバ.日であるけ

 れどもシケで漁に出れな.い日.にたろと諸』ぎやく的に今Elはシバぢ

 やと笑いながら休業する。そ.して類は類を呼ぶでたちまち数人が
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 集って黒ぢよかということにしているが,慰安も娯楽設備もない

 避地寒村では無理もたいことと'.思う。飲ん日和も骨休ンやデカン

 日和もそしてシバ日も.饅ミ漁村のバカンスである。(鹿児島県漁業公・

社専務取締後)

 註)上記の歌詞は鹿児島語のため県外のかたにほ意味が解・

 されないと思うが・おけさは女中の総稲的な呼名でげさ

 、・どん,えだどんと呼んでいたのである。でねんは来年㌔

 とのじよは夫,よかにせはハンサム,おかたは妻,もつ

 ちやはんかは結婚しませんか,よかとは良い娘のことで

 ある。


